
次
の
ペ
ー
ジ
は
「
一
目
瞭
然
！
　
町
の
財
政
状
況
」

平成 25 年度 決算審議

全議員が問う！　町のお金の使いかた　…執行はどう答えたか
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ア■
農
林
水
産
業
費

グ
リ
ン
館
の
運
営

大
久
保
博
幸
地
元
農
産
物
に
新
た
な
付
加
価
値
を
つ
け
、

農
産
物
の
生
産
と
消
費
の
拡
大
を
図
り
、
農
業
の
６
次
産

業
化 

 

を
目
指
す
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
施
設
で
す
が
、梅
・

み
か
ん
・
小
麦
粉
等
の
ほ
か
に
、
地
元
農
産
物
の
利
用
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。
農
産
物
の
作
付
等
、
農
協
な
ど
と

も
連
携
し
な
が
ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

 

答 

弁  

地
元
で
採
れ
る
農
産
物
を
極
力
利
用
す
る
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。
ご
ま
・
か
ぼ
ち
ゃ
で
は
、
特
別
な
品

種
の
生
産
や
利
用
に
地
元
農
家
の
協
力
を
い
た
だ
き
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

６
次
産
業
化
…
農
業
の
生
産
（
第
１
次
産
業
）、
食
品
加
工
（
第
２
次

産
業
）、
流
通
販
売
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
（
第
３
次
産
業
）
の
一
体
化
を
推

進
し
て
、
農
業
の
活
性
化
と
収
益
率
の
向
上
を
図
る
取
り
組
み
。
６
次

は
１
×
２
×
３
＝
６
か
ら
。

ホ■
商
工
費ン

ダ
車
購
入
促
進
補
助
金

真
下　

昇
ホ
ン
ダ
寄
居
工
場
稼
働

に
際
し
、
ホ
ン
ダ
支
援
事
業
と

し
て
、
町
民
の
方
を
対
象
に
、

寄
居
工
場
に
お
い
て
生
産
さ
れ

る
ホ
ン
ダ
車
（
新
車
）
を
購
入

し
た
場
合
、
一
定
額
の
補
助
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
成
果
と
他

社
等
か
ら
の
苦
情
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

 

答 

弁  

結
果
は
87
台
で
、
約
90
％
の
達
成
率
で
し
た
。
ま

た
こ
の
事
業
は
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
の
指
摘
を
受
け
ま
し
た
が
、
ホ
ン
ダ
以
外
の
メ
ー

カ
ー
や
町
民
か
ら
の
苦
情
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

観■
商
工
費光

施
設
整
備
事
業
委
託
料

観
光
施
設
等
看
板
デ
ザ
イ
ン
製
作
設
置
業
務

委
託
料
約
１
５
０
０
万
円
を
支
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
業

務
に
つ
い
て
、
業
者
選
定
の
方
法
と
町
内
業
者
が
含
ま
れ

て
い
た
か
伺
い
ま
す
。

 

答 

弁  

看
板
を
手
が
け
る
５
社
を
選
考
し
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式 

で
業
者
を
決
定
。
決
定
し
た
業
者
は
、
仕
様
書
に
基

づ
き
昨
年
６
月
末
ま
で
に
企
画
資
料
を
提
出
、
７
月
上
旬
に

発
注
業
者
を
決
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
２
社
が
辞
退
し
、
選

考
し
た
５
社
の
中
に
は
町
内
業
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

環■
商
工
費境

整
備
セ
ン
タ
ー
周
辺
整
備
事
業

原
口　

昇
埼
玉
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
周
辺
整
備
事
業
で
は
、

町
道
等
の
整
備
を
行
っ
た
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
具

体
的
な
事
業
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 

答 

弁  

環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
周
辺
整
備
は
、
県
交
付
金
を

使
い
、
地
元
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
事
業
や
町
と
し
て
優
先

度
が
高
い
と
判
断
し
た
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
明
神
川
の
河
川
改
修
工
事
や
町
道
４
１
１
９
号

線
道
路
整
備
な
ど
、
鉢
形･

男
衾･

折
原
各
地
区
の
16
事

業
に
使
っ
て
い
ま
す
。

中■
土
木
費心

市
街
地
活
性
化 

神
田　

崇
過
日
の
寄
居
町
長
選
挙
に
お
い
て
、
島
田
前
町

長
が
発
表
し
た
寄
居
駅
周
辺
の
具
体
的
な
整
備
内
容
（
ホ

テ
ル
誘
致
等
）
に
つ
い
て
、
基
本
計
画
と
の
整
合
性
を
伺

い
ま
す
。

 

答 

弁  

駅
前
及
び
役
場
跡
地
の
活
用
と
い
う
考
え
は
一
致

し
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
内
容
に
関
し
て
は
、
今
後
、

関
係
者
と
の
協
議
に
よ
り
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

グ■
土
木
費レ

ー
ダ

（
地
な
ら
し
用
の
機
械
）
　
　
ー
業
務
委
託
料

道
路
の
除
雪
費
用
と
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 

答 

弁  

約
１
０
３
０
万
円
を
除
雪
費
と
し
て
お
支
払
い
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
指
名
参
加
さ
れ
て
い
な
い
重
機
等
を

お
持
ち
の
建
設
業
の
方
を
対
象
に
、
除
雪
の
ご
協
力
を
い

た
だ
け
る
か
の
調
査
を
行
い
、
い
た
だ
け
る
方
に
つ
い
て

は
、
住
民
に
影
響
の
あ
る
よ
う
な
積
雪
時
の
除
雪
を
お
願

い
す
る
計
画
で
す
。
今
年
中
ま
で
に
は
、
構
築
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（■
土
木
費

仮
称
）寄
居
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
整
備
事
業

岡
本
安
明
（
仮
称
）
寄
居
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
整
備
事
業

の
進
捗
状
況
と
、
下
り
車
線
進
入
路
の
車
線
変
更
の
合
意

は
取
れ
、
２
年
後
の
開
通
予
定
に
は
間
に
合
う
の
か
伺
い

ま
す
。

 

答 

弁  

用
地
測
量
等
が
完
了
す
る
た
め
、
用
地
取
得
に
着

手
し
ま
す
。
美
里
境
進
入
路
の
計
画
線
の
一
部
分
を
美
里

町
側
に
移
動
す
る
こ
と
は
、
美
里
町
と
協
議
し
た
結
果
、

要
望
に
近
い
計
画
線
と
な
り
ま
し
た
。
供
用
開
始
は
当
初

予
定
よ
り
も
遅
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
28
年
10
月
に
開
始

で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

消■
消
防
費防

事
務
委
託
金

坂
本
建
治

前
年
度
よ
り
５
０
０
０
万
円
増
額
の
要
因
と
、

深
谷
市
と
の
負
担
割
合
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 

答 

弁  

主
な
増
額
要
因
は
、
消
防
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
費

用
で
す
。
負
担
割
合
は
、
深
谷
市
常
備
消
防
費
の
当
初
予

算
で
算
出
す
る
と
22
・
１
％
で
す
。
平
成
27
年
度
ま
で
は

現
在
の
計
算
方
式
で
算
出
、
28
年
度
以
降
は
改
め
て
協
議

を
行
う
予
定
で
す
。

図■
教
育
費書

館
運
営
事
業
の
成
果
は

鈴
木
詠
子
年
間
10
万
人
を
超
え
る
入
館
者
数
を
維
持
し
て

い
ま
す
が
、
町
外
の
利
用
者
数
と
視
聴
覚
ブ
ー
ス
の
整
備

内
容
と
利
用
者
数
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 

答 

弁  

国
内
に
住
ん
で
い
る
方
な
ら
誰
で
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
全
登
録
者
２
万

５
７
５
０
人
の
う

ち
、
町
外
の
利
用
者

登
録
者
数
は
５
８
０

５
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
視
聴
覚
ブ
ー
ス

の
テ
レ
ビ
と
デ
ッ
キ

を
２
台
ず
つ
更
新

し
、
利
用
者
は
年
間

１
２
０
０
人
程
度
を

推
移
し
て
い
ま
す
。

寄居町の財政は「健全です！」

実質公債費比率 7.9%
（前年度比 1.7 ポイント下降）

一般会計が負担する公債費とこれに準ずる額の大きさを数値
にしたもの。（早期健全化基準は 25％、財政再生基準は 35%
です）

将来負担比率 70.2%
（前年度比 8.9 ポイント下降）

一般会計が将来負担すべき実質的な負債を指標化したもの。
（早期健全化基準は 350%です）

実質赤字比率
一般会計の赤字の程度を指標化したもの。
（早期健全化基準は13.98%、財政再生基準は 20%です）

黒字のため、基準値未満

連結実質赤字比率
すべての会計の赤字・黒字を合算して、地方公共団体とし
ての赤字の程度を指標化したもの。（早期健全化基準は
18.98%、財政再生基準は 30%です）

黒字のため、基準値未満

資金不足比率
公営企業会計の資金不足額の事業規模に占める割合を示した
もので、数値が低いほど健全とされます。

不足なし

財
政
比
率

健
全
化
判
断
比
率

数字で見る
町の財政健全度

余力（財政力指数）0.730
（前年度比 0.014 ポイント向上）

地方公共団体の財政力を示す指数で、基準財政収入額÷基
準財政需要額の３ヵ年の平均値を用います。財政力指数が高
いほど自主財源の割合が高く、財政力が強い団体といえます。

自立力（自主財源比率）56.7%
（前年度比 2.9 ポイント向上）

地方税、使用料及び手数料など、地方公共団体が自主的に収
入とすることができる財源の比率で、行政活動の自主性と安定
性の尺度といえ、この割合が高いことが望ましいとされます。

借金（公債費比率）6.5%
（前年度比 1.0 ポイント下降）

公債費（町債の元金の返済や利子の支払いなど）が一般財源
に占める割合で、この数値が高くなると他の事業に充てる財
源を圧迫することになります。

弾力（経常収支比率）84.3%
（前年度比 1.4 ポイント下降）

経常経費を経常一般財源の総額で割ったもので、数値が低い
ほど普通建設事業などに充当できる財源があり、地方公共団
体の財政構造が弾力性に富んでいるといえます。

プロポーザル方式…業務の委託先などを選定する際に、複数から目的物に対する企画を提案してもらい、
その中から優れた提案を行った者を選定すること。「プロポーザル（proposal）」は「企画、提案」の意味。

中心市街地活性化法…1990 年代以降、中心市街地の衰退や空洞化が進んできたことから、
これを改善するため、中心市街地の活性化に取り組む市町村などを支援するための法律。


